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研究拠点形成計画の概要	
 

	
 新しい光技術の開発とそれらを用いた物質科学・生命科学研究への展開に対する期待が高まって

おり、また、物質・生命科学研究を行う上で最先端光計測技術の利用は必要不可欠となっている（下

図）。本拠点では、最先端光技術を駆使して新しい物質科学・生命科学研究を展開し、未知なる現

象の発掘と新原理の解明に向けた研究を推進する。また、さらなる光計測技術の開発を進め、世界

オンリーワンの光物質科学研究拠点の形成を目指す。	
 

	
 本拠点には、最先端光計測技術の開発

や光に関連する新物質・材料の合成およ

び生命科学研究に従事する 16 名の研究
者（中核教員 10 名＋構成員 6 名）が参
画する。これまでに開発した光技術のさ

らなる高性能化と、獲得した技術を様々

な物質系および生体系に適用（アンサン

ブル）することで、新たな物理・生命現象の発掘に取り組む。分野内の縦断的な知識と技術の共有

に加え、光ー物質科学、および光ー生命科学間の異分野融合を進め、分野横断的な研究を展開する。

さらに、TIA 連携を基盤とするつくば地区の研究機関や海外の研究機関との共同研究を展開する。
加えて、企業との共同研究開発による応用・実用化展開も推進する。 
	
 

研究拠点形成に係る研究の概要	
 

	
 本拠点では、①新しい光技術の開発、②光技術と物質科学との融合、③光技術と生命科学、の３

本柱で研究を進める。特に異分野融合による新しい学理の追究と光科学分野の新規開拓を念頭に研

究を推進する。以下に拠点の研究概要と担当教員、および世界の研究期間との連携マップを示す。	
 

最先端光計測
超高速分光
表面プラズモン
テラヘルツ分光
非線形分光

ヘテロダイン分光
顕微分光
放射光

材料科学
２次元原子層材料
自己組織化材料
光共振器

光学活性材料
光捕集・人工光合成
光記録デバイス
光集積回路

生命科学
バイオイメージング
表面増強ラマン
超微少検出
振動分光

バイオセンシング
蛋白質への蛍光標識
ドラッグデリバリー

世界の研究機関との連携

：構成員 

：つくば連携 

：世界連携

→→ つくばの光科学研究を 
世界の研究拠点へと発展


